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Ⅰ．緒言
　児童虐待報告件数は増加傾向にあり、子どもが死
亡する事例もある。2021 年度には、児童相談所で
の児童虐待相談対応件数が 207,659 件と過去最多と
なっている（厚生労働省，2021）。この現状から、
国としても児童虐待予防に関連した法律改正や、体
制・対策強化、児童虐待防止推進月間、オレンジリ
ボン運動などの啓発活動を推進している。虐待の種
類は様々で、殴る・蹴るなどの身体的虐待、子ども
への性的行為などの性的虐待、家に閉じ込める、食
事を与えないなどのネグレクト、言葉による脅し、
無視などの心理的虐待がある。特に目に見えない虐
待に対する介入は極めて困難であると考えられる。
虐待は心理的あるいは精神的な外傷、すなわちトラ
ウマと呼ばれている状態を生じ、子どもの心理的発
達に深刻な影響を与える可能性があると言われ、保
護者からの虐待という行為は、子どもの成長や発達
に様々な否定的影響を与える（西澤，2009）。特に
虐待により愛着障害が生じている場合、その被虐待
経験は子どもの人格形成に深刻な影響を与え、トラ
ウマとして心の傷を抱えて成長することが指摘され
ているため、愛着障害が虐待の影響要因の一つであ
るとされている（友田，2019）。

　幼少期に受けたトラウマは子どもの成長・発達に
悪影響を与え、その人のベースとなる幼少期に受け
た心の傷を抱えたまま成長していく場合と、誰かが
気づき心の傷に寄り添える場合とでは、今後の人生
にも何らかの影響があると考えられる。幼少期に何
らかのトラウマを抱えることになっても、幼少期か
ら慎重に時間をかけた介入は、様々な人との関わり
や経験となり、多くのことを吸収するきっかけにな
る。こういった経験から、目指す自身の像や価値観
が育まれ、トラウマによる悪影響を受けることなく
当たり前に自分自身の意思で決定をすることがで
き、その人らしく生活していくことに繋がると考え
る。
　一方、子どもの成長・発達において “ 睡眠 ” は重
要な要素であり、睡眠が障害されると身体面だけで
なく心理面にも影響を及ぼす。加えて虐待体験にお
ける小児睡眠障害は高頻度に出現し、不眠と反復性
の悪夢の出現が特徴的（土井川，2021）であること
が明らかであり、虐待体験によって親と子の愛着が
不十分な場合も同様に “ 睡眠 ” に影響が出現するこ
とが考えられる。つまり愛着障害と子どもの睡眠は
相互に影響しあうと考えられるが、幼少期の愛着障
害が、子どもの睡眠にどのように影響しているかは
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形成の評価を行う支援が有効である可能性が示唆された。
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明らかになっていない。
　そこで本研究では、虐待児の早期発見・保護、子
どもが健康的に安心して生活していくために、子ど
もの睡眠と愛着形成の関連性を明らかにし、虐待児
の早期発見・保護、ひいては親に適切な愛着形成の
方法の指導や支援を検討しようと考えた。

Ⅱ．方法
１．調査対象
　Ａ市内の保育園に通っている 3 歳児の子を持つ親
を対象とした。

２．調査内容
　対象者の属性や親が子どもと関わるときの子ども
の態度、子どもの起床時・就寝時、日中の様子・態
度について調査した。対象者の基本属性として、子
どもと接する平日・休日の平均時間、保護者の年
齢、3 歳児の子どもが何人目であるか、喘息やアレ
ルギー疾患の有無を質問した。
　また、子どもの愛着形成を調査する尺度として
は、青木ら（2014）が開発したアタッチメント行動
チェックリスト Attachment Behavior Checklist（以
下、ABCL）の 24 項目を用い、「よく当てはまる」、

「当てはまる」、「どちらでもない」、「あまり当ては
まらない」、「全く当てはまらない」の 5 件法による
質問項目とした。
　子どもの睡眠問題の調査尺度としては睡眠障害を
早期に発見する目的で、清水ら（2010）によって開
発された日本版幼児睡眠質問票（以下、幼児睡眠質
問票）の 39 項目を用い、「非常に当てはまる」、「当
てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」、「ど
ちらかといえば当てはまらない」、「当てはまらな
い」、「まったく当てはまらない」の 6 件法による質
問項目とした。

３．調査方法
　無記名自記式質問紙を用いて、対象者の属性や親
が子どもと関わるときの子どもの態度、子どもの起
床時・就寝時、日中の様子・態度について調査を実
施した。調査協力への承諾が得られたＡ市内の保育
園に依頼書・調査票を送付し、3 歳児クラスの担任
の先生から保護者に配布していただいた。調査期間
は令和 4 年 7 月 1 日から 8 月 1 日とした。調査協力
に同意が得られた保護者に、送付した調査票に回答

してもらい、回答した調査票を保育園に提出してい
ただき、8 月１日以降に集まった回答を保育園から
一括で返送していただいた。

４．分析方法
　回収した回答に欠損値がないか確認し、欠損がな
いものを分析対象とした。ABCL は、子どもと養育
者の関係性を示す尺度であり、青木らの研究によっ
て「こころの理解」、「感情調節不全」、「安全基地」
の下位 3 因子は、一定の信頼性、妥当性が示されて
いる。しかし、本研究と青木らの研究対象者の年齢
は異なるため、 下位 3 因子を Cronbach のα係数を
用いて信頼性を確認した。その後、幼児睡眠質問票
の合計点と ABCL 尺度（24 項目）および下位因子
の合計点について、Pearson の相関係数を用いて相
関を調べた。
　また、愛着形成と睡眠問題との関係をより詳細に
調べるため、幼児睡眠質問票 39 項目に対して主成
分分析、プロマックス回転法による因子分析を実施
し、各合計点との相関を、Pearson の相関係数を用
いて調べた。分析は SPSS. Ver.25 を使用して実施し
た。

５．倫理的配慮
　対象者には、説明文書を用いて無記名自記式調査
票による調査であり、個人が特定されることはない
こと、研究への協力は自由意志に基づくものであ
り、研究への協力を辞退した場合でも不利益を被
ることはないこと、アンケート用紙の同意欄への
チェック、および回収箱への提出をもって調査協力
へ同意していただいたと判断すること、返送後は無
記名のため同意の撤回はできないこと、研究目的以
外に使用することはなく、厳重に保管すること、研
究終了後は、5 年間保管後適切に破棄することを説
明したうえで、調査の協力を依頼した。なお、本研
究は岡山県立大学の倫理委員会での承認を得たうえ
で実施した（22-05）。

Ⅲ．結果
　質問紙の配布数は 177 人、回収数 145 人（回収率
81.9％）であり、回答に欠損のない 110 人（有効回
答率 75.8％）を分析対象とした。
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１．対象の属性
　対象者の年齢（平均±標準偏差）は 34.5 ± 0.5 歳
で あ り、20 代 19 人（17 ％）、30 代 75 名（68 ％）、
40 代 16 名（15％）であった。3 歳の子どもが何人
目であるかは、 1.79 ± 0.5 人目であった。分布は、1
人目 49 人（45％）、2 人目 39 人（35％）、3 人目 19
人（17％）、4 人目以上 3 人（3％）であった。平日
に子どもと接する時間は 6.39 ± 3.4 時間、休日に子
どもと接する時間は 13.6 ± 4.3 時間であった。喘息
やアレルギー疾患がある子どもは 13 人（12％）、無
い子どもは 97 人（88％）であった。

２．睡眠と愛着形成との関連
　本研究と先行研究の対象年齢が異なったため、
ABCL の各下位尺度を Cronbach のα係数を用い
て、信頼性を確認した結果、先行研究との相違はみ
られなかった（表 1）。

表1　ABCLの各下位尺度のCronbachのα係数
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33．．幼幼児児睡睡眠眠質質問問票票のの因因子子分分析析とと信信頼頼性性  

睡眠と愛着形成の関連を詳細に検討するため、まず

幼児睡眠質問票39項目を縮約して主成分因子による

独立変数をつくるため、主成分分析を行った。その後、

多重共線性を避けプロマックス回転法による因子分

析を実施した。その結果、因子負荷量が.50以下を示

した4項目を除外し、残った35項目に対して再度主

成分分析、プロマックス回転による因子分析を実施

し、11因子が抽出された。各因子に対してCronbach

のα係数を求め、α＝.07以下の内的整合性がない5

因子を削除し6因子を抽出した。  

 第1因子は、「夜になると足をさする」、「夜にな

ると足を触る」、「夜になると足が熱いという」、「夜

になると足が変な感じがすると言う」の 4 項目から

なり、夜の入眠前の子どもが感じる足の感覚に関す

る内容であったため、『入眠前の足の感覚』とした。 

 第2因子は、「朝ちゃんと目が覚めるのに時間がか

かる」、「朝、なかなか布団からでられない」、「朝、

起きた時機嫌が悪い」、「休日は平日より1時間以上

長く眠る」の4項目からなり、子どもの朝の様子、睡

眠時間に関する内容であったため、『睡眠習慣の乱れ

による寝起きの悪さ』とした。 

 第3因子は、「居眠りをする」、「保育所、幼稚園

等で居眠りを指摘される」、「昼寝を1日2回以上す

る」の3項目からなり、日中の居眠りに関する内容で

あったため、『昼間の居眠り』とした。 

 第4因子は、「昼間、眠そうにしている」、「昼間、

疲れているように見える」の2項目からなり、子ども

が日中にボーっとしている様子に関する内容であっ

たため、『昼間の観察された眠気』とした。 

 第5因子は、「昼間、落ち着きがない」、「昼間、

集中力がない」の2項目からなり、日中の子どもの集

中力や行動に関する内容であったため、『日中の注意

力散漫』とした。 

 第6因子は、「自分ひとりで布団に入って眠る」、

「誰かが寝かしつけなくても眠る」の 2 項目からな

り、就寝方法についてプラスの側面から捉えられて

いる内容であったため、『自立した睡眠行動』とした。 

 各因子についてCronbachのα係数を求めたところ、

第1因子がα＝.813、第２因子がα＝.817、第3因

子がα＝.837、第4因子がα＝.797、第5因子がα

＝.886、第6因子がα＝.803であり（表3）、信頼
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下位尺度得点とし、以下の検定に用いた。 

　幼児睡眠質問票の合計点（以下、子どもの睡眠問
題）と ABCL および各下位尺度の合計点について
Pearson の相関係数を算出し、「感情調節不全」と
の間に 1% 水準の正の相関（ｒ＝ .443）がみられた

（表 2）。

表2　幼児の睡眠障害と愛着形成の関係
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　第 6 因子は、「自分ひとりで布団に入って眠る」、

「誰かが寝かしつけなくても眠る」の 2 項目からな
り、就寝方法についてプラスの側面から捉えられて
いる内容であったため、『自立した睡眠行動』とし
た。
　各因子について Cronbach のα係数を求めたとこ
ろ、第 1 因子がα＝ .813、第２因子がα＝ .817、第
3 因子がα＝ .837、第 4 因子がα＝ .797、第 5 因子
がα＝ .886、第 6 因子がα＝ .803 であり（表 3）、
信頼性が確認された。各因子の項目を合算し、それ
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４．睡眠と愛着形成の下位尺度の関連
　抽出された幼児睡眠質問票の下位尺度得点と
ABCL の下位尺度得点との Pearson の相関係数を算
出した（表 4）。その結果、「感情調節不全」は、「睡
眠習慣の乱れによる寝起きの悪さ」（ｒ＝ .266）、「昼
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間の観察された眠気」（ｒ＝ .315）、「日中の注意力散
漫」（ｒ＝ .375）、「昼間の居眠り」（ｒ＝ .188）との間
に有意に正の相関が見られた。また、「こころの理
解」と「昼間の居眠り」との間には負の相関（ｒ＝
-.192）が見られた。

Ⅳ．考察
　本研究では、子どもの睡眠が障害されることと、
愛着障害そのものとの関連性は低いことがわかっ
た。しかし、愛着障害の因子の 1 つである、怒りや
不安など負の感情の調整がうまくできない状態を指
す「感情調節不全」において、「睡眠習慣の乱れに
よる寝起きの悪さ」「昼間の居眠り」「昼間の観察され
た眠気」「日中の注意力散漫」で正の相関がみられ、
子どもの睡眠が障害されるのは、愛着障害の因子
の 1 つである「感情調節不全」と関連性があること
が、本研究で明らかになった。睡眠習慣の乱れによ
る寝起きの悪さや昼間の居眠り、昼間の観察された
眠気、日中の注意力散漫が出現している子どもは、
自身が感じている感情を親に表出できていない可能
性が高いと考えられる。本研究で対象とした幼児期

（3 歳児）の子どもにおいても、親に怒られる・否定
されるかもしれないといった不安や恐怖から負の感
情が表出できず感情調節不全という状態で出現した
と考えられた。

　本来、子どもは安心感や信頼感の中で興味・関
心が広がり、認知や情緒が発達する（2019，友田）
が、子どもが養育者に求めるはずの安心・信頼が欲
求不足となれば、子どもにとって不安な要素とな
り、心の傷やトラウマになったり、認知・情緒の発
達が遅れたりして、感情をうまく表出できない状態
に陥ると考えられる。加えて親に対して安心の感情
を得られない子どもは、愛着障害を抱えてしまう

（2022，宮副）。
　幼少期に負の感情を抱くことや、心の傷を持つこ
とによってトラウマとなり、ストレス障害を起こす
可能性もある。ストレス障害により、適切な眠気が
感じられない、睡眠が中断しやすい、朝の覚醒時に
リフレッシュ感が得られ難いという不眠症候群と関
連している（栗山，2019）ことを踏まえると、本研
究では、「感情調整不全」と正の相関がみられた、
睡眠障害の因子である、『睡眠習慣の乱れによる寝
起きの悪さ』『昼間の居眠り』『昼間の観察された眠
気』に該当すると言える。
　また、覚醒亢進症状として集中困難（土井川，
2019）があり、「日中の注意力散漫」に該当した。
これらのことから、幼少期に受けた心の傷やトラウ
マなどのストレス障害は、不眠症候群、集中困難と
いった睡眠障害が現れ、陰性の感情を抱いても愛着
形成不足により感情を安全基地であるはずの養育者
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入眠前の足の感覚  睡眠習慣の乱れ  昼間の居眠り  昼間の観察   日中の   自立した 

された眠気  注意散漫   睡眠行動 

 

Cronbachのα係数     .813     .817     .837    .797    .886   .803 

 

n=110 
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ッシュ感が得られ難いという不眠症候群と関連して

いる（栗山，2019）ことを踏まえると、本研究では、

「感情調整不全」と正の相関がみられた、睡眠障害の

因子である、『睡眠習慣の乱れによる寝起きの悪さ』

『昼間の居眠り』『昼間の観察された眠気』に該当す

ると言える。 
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に表出せず抱え込むという負のスパイラルを形成す
ることが示唆された。感情の調節は、安全な愛着形
成において、重要な要素の 1 つであると言える。
　看護においては、愛着形成不足を引き金とするト
ラウマに対する心のケアを、慎重に時間をかけて
行っていく必要がある。安心・安全な環境、自分に
起きていることの理解（心理教育）、過去の体験と
感情を安全な場所で表現する、そして健康に生き
るためのライフスキルを習得することが重要であ
り（友田，2016）、早期に介入し安心感を与え、環
境や発達段階に適したケアを慎重に実施していくこ
とが重要である。また、子どもの脳は発達途上であ
り、可塑性というやわらかさを持っている（友田，
2016）ため、早期介入は極めて重要であるが、心の
傷の早期発見は大変困難である。よってケアの対象
を子どもだけでなく養育者も含め捉え、養育者と子
どもの間で形成される信頼関係の不十分な構築が、

「感情調節不全」として表出し、それが睡眠障害に
繋がっていることや、3 歳児の望ましい睡眠時間の
情報提供などを行い、保護者の知識・意識の向上に
より、早期発見・援助につなげていくことが看護職
としての役割であると考える。
　子どもが安心して健康的に適切な成長発達経過を
たどるためには、臨床のみならず保育園、家庭とい
う地域おいても予防的介入も必要である。地域とい
う大きなコミュニティを対象とすることで、養育者
や親だけでなく、子どもと関わる全ての人に対して
知識と情報提供ができ、虐待の早期発見や保護、養
育者に対して専門職からの視点で適切な援助が実施
できると考える。

Ⅴ．結論
　子どもの睡眠障害と愛着障害そのものとの関係性
は見られなかったが、睡眠障害と愛着障害の因子で
ある感情調節不全との関係性は明らかになった。
　子どもが親に対して感じる安心感や信頼の欲求が
不足している状態は、感情の制御が生じたり、養育
者に対して警戒心を抱いたりする状態に陥ることが
示唆された。こういった状態が、愛着障害の 1 つで
ある「感情調節不全」として現れ、子どもの睡眠障
害に繋がっていた。

研究限界
　本研究はＡ市内の保育園に限定しており、地域や

対象年齢、養育者特性、生活環境などの違いにより
研究結果に差が生じると考え、一般化には至らない
と考える。地域を拡大したり、養育者の特性も把握
しつつさらなる検討を行う必要がある。

付記
　本研究の趣旨を理解し、快く協力していただいた
Ａ市内の保育園、保護者の皆様に心から感謝します。
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 **Department of Nursing， Faculty of Health and Welfare Science， Okayama Prefectural University

Abstract：The purpose of this study was to clarify the relationship between children's sleep and 
attachment formation, and to examine the early detection and protection of abused children, as well 
as guidance and support for appropriate attachment formation methods for parents. The child's sleep 
was measured using the Japanese Version of the Infant Sleep Questionnaire, and attachment formation 
was measured using the Attachment Behavior Checklist （ABCL）. An anonymous self-administered 
questionnaire survey was conducted for parents of 3-year-old children attending nursery schools, and 110 
people （response rate 81.9%, effective response rate 75.8%） were analyzed. We analyzed the relationship 
between the 6 factors extracted from the sleep items and the 3 factors of attachment formation. "Difficulty 
waking up due to disturbed sleep habits", "Daytime dozing off",  " Daytime Observed drowsiness" , 
"Distractibility" were associated with emotional dysregulation. Emotional dysregulation is a factor in 
attachment formation. 
　These results suggest that support for evaluating attachment formation for "emotional dysregulation" may 
be effective when considering the improvement of sleep problems.

Keywords：Attachment formation， Sleep， Children， Abuse Prevention， Parent-child Relationship


